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腫瘤が子宮体附近 に み られた もの で ある．こ の 他腸管 ，

膀胱 ， 神経組織 ， リ ソ バ 系などよ りも時に 小骨盤腔内に

腫瘤が 形成 され るの で ， 附属器部 に み られ る腫瘤で も
一

応上述の よ うな特殊 なもの の 存在する事実 を念頭 に お

き ， 特 に 術前 に X 線検査 ，泌尿器科的検査な どを行な う

べ き こ とを痛感 した ．特 に 妊娠 に 合併 した腫瘤 の 診断 に

も注意すべ き こ とを再確認した 次第 で あ る ．

　 112．子宮筋腫 に お ける術前子宮造 影検査 の意義 に つ

い て

　　　　　 （東京大分院）○竹松　直彦 ，片山　　誠

　　　　　　　　　　　　 日向　　正 ， 古谷　　博

　子宮筋腫 の 術前検査 の 1つ として ，子宮卵管造影は ，

子宮筋腫 の 位置 ， 性状 ， 大きさ 及び他の 骨盤内腫瘍との

鑑別を知 る ばか りで は な く， 子宮の 位置及 び子宮腔 の 大

き さ，子宮内膜 の 変化，子宮腔内異常 ， 結核そ の 他 の 病

変を他 の 諸検査 と共 に 知る こ とが 出来 る．

　それ故 こ れをもつ て 患者 の 年令，経産回数そ の 他諸条

件 を考慮して 手術々 式 ， 予後の 決定に 大 きな意義をもつ

もの で あ る と思 う．

　我 々 の 教室で 従来術前検査 の 1 つ として 行なつ て 来た

子宮卵管造影検査 に つ い て 検討 しその 意義 に つ い て 考察

した ．大 ぎな漿膜下筋腫 ， 筋層内筋腫 など の 場合に は 内

診所見，子 宮造影 そ の 他諸検査 に よ る術前診断 と開腹所

見は概ね 一致し ， しか も患者 の 多 くは 子宮全剔出 に い た

る の で ， 術前診断とし て の X 線所見 は ，内診所見を補 う

と い う程度 の 意味があ る に すぎな い ．

　 しか し児を強 く希望す る未産婦で は子宮を保存す る こ

とに 努め る べ きで 保存的手術を行なうこ と に な る ．そ の

手術が子宮腔内に どの 様に 関与 し て い るか を 知 る こ とが

重要で ， 術後の 経過観察と対比するか らも術前術後 の 子

宮造影 の 比較は 予後判定に 重要 の もの で あ る ．

　 さらにそ れ を確実 に す る為に は 立体造影の 必要もあ ろ

う．子宮筋腫 の 術前検査 と して の 子宮造影 の 意義は 他 の

諸検査 と共に 手術 々 式 ，予後 の 決定 に 欠か す こ との 出来

ない 検査の 1つ で こ こ にわれわれの 知見 の 2 ，3を報告

す る．

　 113．子宮内膜症 の 臨床的観察

　　　 （横浜市大）

　　　　　 梅沢　　実 ， ○長谷川温雄 ， 市川　　宝

　子宮内膜症 は ， その 発生機転並 び に 臨床診断 の 困難

性，臨床所見 と組織診 との 関連性など ， 今日なお究む べ

き幾多の 問題が あ り，興味あ る疾患 の 1 つ で あ る．

　そ こ で 今回，昭和 39年 よ り約 3 年間の 本院 に お け る婦

人科手 術例 か ら ， 組織学的に 子 宮内膜症と診断 された 33

症例を選 び ， 統計的観察を行なつ て ， 次の成績を得た ．

　こ れ らの 症例 は ，狭義の エ ン ドメ ト リ オ
ージス （E ）と

ア デノ ミナ ージ ス （A ）及 び E 十 A ， A 十筋腫な どか ら

なり，同期間 の 婦人科開腹手術例 の 2 ．4％ に 達 した ．な

お こ れら33例中30例は A 及 び A とE ，或 い は A と筋腫 と

の 合併症で
， しか もA の 約半数に 筋腫との 合併をみ た ．

　本症例は 30〜40才台が大部分を占め て 居 り，自然流産

又 は人 工 妊 娠 中絶 の 既 往 を有す る こ とが多 く，月 経 周 期

は 概 ね 正常 で あつ た ，経血 量 は一般に 多く ， 過多月経 ，

性器出血 の 他，月経時，非月経時を通 じて 下腹痛，腰痛

などを主訴 と し て 来院す る場合 が 多 くみ られ た ．

　従来，本症 は 子宮後屈 と合併す る こ とが ，比較的多い

とされて い る が ，今回 の 調査 の 結果 で は必ず し も後屈が

多い とは い え ず ， 子宮 の 大さ は筋腫に 比 して 小さ い 傾向

がみ られ た ，

　内性器 ， 腸管等の 癒着は A 単独を除い て ， 殆ん ど全 例

に み られ た ．術前診断 と術後診断 との 比較 で は ， 術前診

断 の 困難な こ とが 再確認され た ．

　 子 宮体内膜 と本症 に お け る 異所性内膜 とを組織学的

に ， 非分泌型 ， 分泌型とに分けて観察した とこ ろ ，
こ の

両者は 比較的一一faした所見を 示 した ，

　更 に 組織出血 の 有無 と月 経 時及 び 月 経 時以外 の 主 訴 ，

即ち下腹痛 ，腰痛な ど と比較検討 した が ， 今回 の 調査で

は 特別 の 関係 を 見出 し得 なか つ た ．

第13群 　ホ ル モ ン ， 不 妊症

114．ラッ ト卵巣及び子宮内膜 の組織化学的研究

　　（和歌山大）

　　　　　久保健太郎 ， 上 田 　博雄 ， 田 仲 紀 陽

　　　　　　　　　　　楠林　哲次 ， ○塩崎嘉輔

　 ラ ッ トを腟脂膏所見 よ り，発清前期，発情期 ， 発情後

期，発情間期 に 分類 し，摘出 した 卵巣，子宮 の 新鮮組織

片を ドラ イ ア イ ス に て 凍結 させ ，ク リオ ス タ ッ トに て 15

μ の 切片 を つ く り， 3 β hydroxysteroid　 dehydrogenase
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